2016年5月7日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第17章11～20節
・引用：第6章3節、第2章55、56節
　前回はニルヴィカルパ・サマーディを経験してそこから戻ってきた人は、どのような状態であるかについて話しました。

肉体の中にいながら本当は肉体の中にいない　(デーハスタ　アピナ　デーハスタ)　

という表現も紹介しました。

悟った人のしるしは何であるかについて、『バガヴァッド・ギーター』の記述を引用して解説しましたが、それを聞いた皆さんは次のような疑問を持つかもしれません。

「私は悟ってもいないし、悟りから戻ってきたわけでもない。その私が悟った人のしるしについて知ることに何の意味があるのだ？」
『バガヴァッド・ギーター』第6章3節を見てください。

ヨーガを会得したいと願う賢者にとっては、報果を求めずに行為すること(活動)が大切だが、すでにヨーガを会得した人にとっては、じっとしていること(不活動)のほうが大切である。

シャンカラチャーリヤの書いた注釈の中に、
聖典の中に書かれている悟った人のしるしは、求道者にとっては霊的実践において目標とすべき状態である
という記述があります。

『バガヴァッド・ギーター』第2章55，56節を見てください。

アルジュナの「悟った人(安定した知性の持ち主)のしるしとは何ですか？　彼はどのように話しどのように行動しますか？」という問いに対し、シュリ・クリシュナが答えます。

至高者が答えられます。『プリター妃の息子(アルジュナ)よ！人が心の中の欲望をことごとく捨て去り、自己の本性(真我)にのみ満足した時、その人は真の知識を獲得した超越意識の人と呼ばれる。
苦難に遭っても心乱さず、快楽を追うこともなく、執着と恐れと怒りを己の心から完全に捨て去った人こそ、真の知識を獲得した聖者と呼ばれるのだ。

これが悟った人のしるしであり、普通の求道者はこの状態になることを目指して実践すべきだと言うのです。

たとえば、欲望がない状態、外部に依存するのではなく自分の内側に喜びの源がある状態、心配の種があっても心配せず恐れの原因が存在しても恐れない状態、執着のない状態、これらは悟った人にとっては自然な状態ですが、普通の人にとって自然にこのような状態になるのは困難です。だからこそ、この状態を目標にして実践するのです。
「肉体の中にいながら本当は肉体の中にいない」は悟った人にとっては自然ですが、普通の人にとっては理想です。この理想を目指して実践すべきなのです。

これが先程の「悟っていない我々が悟った人のしるしを知って何になる？」、という疑問に対する答えです。悟った人のしるしは求道者のための霊的実践の基準(criteria)なのです。

では次に悟った人には怒り、執着、憎しみなどの感情はあるのでしょうか？

もちろん一般的な答えはノーです。

しかしながら悟った人達の生涯について書かれたものを読むと、彼らにもそのような感情があったのだという記述が見受けられます。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダ、イエス、シュリ・ラーマクリシュナ、スワミ・ブラマーナンダなども、怒りや執着などの感情を見せたという記録があります。
『ラーマクリシュナの福音』の中に次の言葉があります。

外からは普通の人と同じく怒り、悲しみ、執着の感情を持っているように見えていても、本当は悟った人にはまったくそのような感情はない

たとえば燃やされたロープが地上にあったとしたら、それは形からはロープそのものに見えます。しかし軽く息を吹きかけるだけでそれは灰となって飛び散り、原形をとどめません。
ラーマクリシュナが挙げるもうひとつの例はタッチストーンです。

ダッチストーンと言う特別な石があり、これで金属に触れると触れられた金属は金(きん)に変わるという言い伝えがあります。ダッチストーンで鉄に触れれば、鉄は金に変わります。
剣は鉄でできていますが、タッチストーンでこれに触れると剣は金の剣に変わり、もはや人を殺すための武器ではなくなります。
しかし外見上は鉄の剣も金の剣もどちらも同じ剣に見えるのです。
外見と実質は違うということの意味が分かったでしょうか。
悟った人の怒り、執着、恐れ、悲しみ、はどれも形だけであり、本当は存在しないのです。
「肉体の中にいながら本当は肉体の中にいない」も外から見ると矛盾だらけのように思えますが、決して矛盾ではなく実際にそのような例があるのです。
悟った人でも欲張るということがあるのかについて、例を挙げて説明します。
シュリ・ラーマクリシュナはある食事の時、たくさんの種類のカレーを要求しました。
これを見て、「高いレベルの僧であるにもかかわらず、ラーマクリシュナも御馳走が大好きで、食べ物に対する執着があるではないか」と考える人もいました。

一緒に食事をした信者の心の中にもそのような思いが起こったのを察したシュリ・ラーマクリシュナは、「私の心はいつも無限(絶対の真理)に引き付けられている。だからあえて、これを食べたい、あれを食べたいという欲望を意図的に作り出すことで心を引き戻さないと、この世に留まっていられなくなってしまうのだ」と説明しました。

たくさんの御馳走の前に座っているラーマクリシュナを外から見ただけでは、普通の人にはこのことは分かりません。
シュリ・ラーマクリシュナの心は何もしないでいると自然に無限に引き付けられてしまいます。

それをこの世につなぎ止めておかないと、人々を教え導くことはできません。

ですから人々に対する慈悲心からこの世に留まることが目的で、本当は何の願いもないのにあえて願いを作っているのです。
またシュリ・ラーマクリシュナはヴィヴェーカーナンダジのことをとても愛していました。

スワミジの顔が2～3日見えないと、「ナレンはどうしたのだ」と大きな声で泣くこともありました。自分の親戚の人間をコルカタに送りスワミジに食べ物を届けたり、早くラーマクリシュナのもとを訪れるようにとの伝言を託したりしました。

そのことを知ったスワミジはあることを憂慮しました。バラタ王の物語があります。

有名な王であったバラタは自分の王国も放棄して森に隠棲し、霊的実践に励んでいました。霊的レベルも高くなっていきましたが、ある時一頭の仔鹿に出会いました。その仔鹿を保護し育てているうちに、バラタの心には仔鹿に対する強い執着が生まれました。死の間際までその執着を持ち続け仔鹿の顔を見ながら亡くなったバラタは、あれだけ霊性が高かったにもかかわらず、次の生では鹿に生まれ変わりました。

スワミジはシュリ・ラーマクリシュナが自分に執着するあまり、このバラタ王のようになりはしないかと恐れたのです。
スワミジからこのことを聞かされたシュリ・ラーマクリシュナは自分でも心配になり、カーリー寺院に行き母神に、スワミジに対する執着のために自分もバラタ王のようになってしまわないかどうか尋ねました。
カーリー女神は、「心配は要りません。ナレンの中にあなたは神を見ています。またナレンの中には神の表れが人一倍強いので、あなたは強く彼に引き付けられるのです」と答えました。

普通の人の身内や友人に対する愛や執着と、シュリ・ラーマクリシュナのナレン、ラーム・バーブ、ラカールに対する愛とは、外見上は同じに見えても全く違うのです。
もうひとつ例を挙げますが、ある時ブラマーナンダジは間違いを犯した僧を激しく叱りつけました。

それを見ていた若い僧は怖くなり、事が一段落してからブラマーナンダジに対して、「マハラジ、あなたがちょっとしたミスのためにあの僧をあれほど強く叱るのを見て、私はとても怖くなりました」と率直に告げました。

これに対してブラマーナンダジは言葉には出さず身振り手振りで、「激しく怒っているように見えてもそれは口だけで、私の心は静かで何も怒ってはいない」ということを伝えました。

普通の人が怒りを言葉に出している時はその人の心も怒っているのであり、自分の存在すべて(体・心・感覚)で怒っていますが、悟った人の怒りは口だけで心は怒っていません。

普通の人とニルヴィカルパ・サマーディから戻ってきた人(安定した知性の持ち主)を、その外見上の振る舞いから区別するのは、とても難しいのです。
さて次の問題は、ニルヴィカルパ・サマーディから戻ってきた人は仕事ができるのか、ということです。

ニルヴィカルパ・サマーディから戻ってきた(悟った)状態とは、知識(ギャーナ)の状態です。

シャンカラチャーリヤによれば、ギャーナとカルマは真っ向から対立します。

ここで言うギャーナとは単に聖典を勉強しているという意味ではなく、本当のギャーナ、つまり悟りのことです。悟った状態(ギャーナ)では仕事(カルマ)はできません。

ここで同じカルマという言葉には二つの意味があるということを理解してください。

これを誤解していると『バガヴァッド・ギーター』を勉強する時に混乱してしまいます。

カルマのひとつの意味は儀式のことであり、もうひとつは働き・義務のことです。
カルマ(Karma) :  儀式

　　　　　　  :　働き・義務

ヴェーダ聖典ではカルマという言葉はほとんどが儀式(ヤッギャー、ホーマetc.)の意味で使われていますが、後の時代に書かれた『バガヴァッド・ギーター』の中でシュリ・クリシュナがアルジュナに与える助言、「アルジュナよ！あなたのカルマを忘れないように！」と言う時のカルマとはアルジュナの仕事である戦いのことであり、決して儀式のことではありません。
同じカルマという言葉を文脈から判断して、ある時は儀式、ある時は働き、と解釈しなければならないのですが、儀式であれ働きであれどちらの意味のカルマにも共通することがあります。

それは主体者としての[私](sense of agency)という感覚です。

儀式も[私]が執り行うのであり、行為も義務もそれを行うのは[私]です。

いずれにしても、カルマにはそれを行う[私]が存在します。
もうひとつ、カルマの意味が儀式であれ働きであれ共通するのは、その結果を求めるということです。
[私]が存在する、結果を求める、この二つがカルマの特徴です。

普通の私とは、体・心・私、と言う時の私です。

いっぽうギャーナはこれとは正反対です。

悟った人の私とは、魂意識としての私、神の一部分である私、神の息子/娘である私、という意味での私です。

ギャーニ(悟った人)には、体・心・私、と言う意味での私はありません。

また結果を求めるということについて言えば、願い(欲望)がある間はギャーニにはなれません。

ギャーニには願いはありません。
ですからシャンカラチャーリヤは、「ギャーナとカルマは矛盾する」と言うのです。

ギャーナとカルマが両立するかどうかについて、哲学者の間で多くの議論がなされてきました。
一般の人は「ギャーナも欲しいしカルマもしたい」と希望します。
シャンカラチャーリヤによるとその両立は不可能なはずですが、ここで疑問が生じます。

悟った人である当のシャンカラチャーリヤ本人が、どうしてあれだけ膨大な仕事を成し遂げられたのか、ということです。

数多くの聖典の注釈を書き、インドの各地で自分の僧院を設立し、仏教哲学者との議論で彼らを論破し、ヒンズー哲学を広めました。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダも悟った後に西洋に渡り精力的に活動し、またインドに戻り僧院を設立しました。
スワミ・トゥリヤーナンダジは次のように説明しています。
悟った人は外から見ると活動しているように見えても、本当は活動していない。

なぜなら[私]が活動しているのではないから。

またその活動の目的も自分のためではなく他者のためだから。

これもまた、「悟った人に関しては外見と実質は違う」という説明と同じことになります。
「悟った人のカルマはカルマであってカルマでない」と言うこともできますが、それはカルマの特徴である私がなく、自分の欲望を満足させるために結果を求めることもないからです。

この意味で、ギャーニはたくさん働いてはいても実は働いていないのです。
ニルヴィカルパ・サマーディに入ってそのままこの世を去る人もいるのに、一部の人はまた戻ってくるのはなぜかと言えば、それは人々を導くためです。

喜びの季節である春のように、悟った人は人々に喜びを与える
という言葉があります。
「悟った人に仕事は可能か？」という問題について説明しました。
次にカルマの法則についてお話しします。

この法則によって支配されるカルマとは、肉体の働きだけではなく、心が考えることまでも含んだ、包括的な概念です。

カルマには良い結果、悪い結果、良くも悪くもない普通の結果、の3種類の結果があります。

他人を助ける行為は良い結果、嘘をついたり他者を傷つけたりすることは悪い結果、自分が生きるために食事をすることは良くも悪くもない結果をもたらします。
前世のすべてのカルマと今生のカルマを合わせたものが、カルマの法則の支配下にあります。
カルマと言う時に今生のカルマだけを考える宗教もありますが、ヒンズー教と仏教は前世のカルマまで含めます。そしてカルマとは行為そのものだけでなく、その結果も含んでいます。
いまカルマをその結果から3つに分類しましたが、別の角度からも3種類に分けることができて、それぞれ、サンチタ、プラーラブダ、クリヤマーナと呼ばれます。
カルマの法則(Law of Karma)

1 サンチタ(Sanchita)        :前世で蓄積されたカルマの全体
2 プラーラブダ(Prarabdha)　 :今生を形成するカルマ
3 クリヤマーナ(Kriyamana)   :今生で新たに生じるカルマ
サンチタ・カルマとはこれまでの前世で蓄積されたカルマのすべてを意味します。
巨大な貯蔵庫に蓄積されている想像もつかないほどの膨大なカルマがサンチタ・カルマだとすると、その一部分であるプラーラブダ・カルマによって今生が作られます。
ここで今生が作られるとは、いつどこに生まれるか、どんな家族のもとに生まれるか、男性か女性か、生涯にどのような経験をするか、いつ死ぬか、などがプラーラブダ・カルマによって決められているという意味です。
そして生まれた後の行為によって生じる新しいカルマが、クリヤマーナ・カルマです。

このクリヤマーナ・カルマの結果の一部は今生で経験します。
たとえば一生懸命働いてお金を稼げば、食事や衣服などの形でその結果をその生涯のうちに享受できます。

クリヤマーナ・カルマのうち今生で経験されずに残った部分のうちのまた一部が、死後に天国に行くか地獄に行くかの決定に使われます。
今生で作り出したクリヤマーナ・カルマのうち、その生涯の間に反映されず、死後に赴く世界の決定にも使われなかった残りの部分は、サンチタ・カルマに新たに加えられます。
前世　　　　　

　サンチタ(カルマ全体)

↑ 　 ・プラーラブダ(一部分)　―――――＞　今生                         
　  |　　 ・その他のカルマ(大部分)　　　　　　　　＋クリヤマーナ(新たに作ったカルマ)                                                                         
　  |　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・今生で経験

　  |　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・天国/地獄を決定

　  ―――――――――――――――――――――――― ・サンチタに蓄積　
このように普通の人の場合は、現世で作り出したクリヤマーナ・カルマの一部がサンチタ・カルマに付け加わるので、カルマ全体は尽きることがありません。

では悟った人の場合はどうでしょうか？

悟った人のサンチタ・カルマは焼き尽くされた状態です。

焼かれた種からはもう新しい芽が出ることはありません。
次に人が悟った後のプラーラブダ・カルマは、この世に生れ出てから悟るまでのモメンタム (momentum：勢い)が惰性で続くのにたとえられます。

走っている自動車がエンジンを切ってもブレーキを踏まなければ慣性でそのまま走り続けるように、悟った後でも前世から受け取り今生を始める原因となったプラーラブダ・カルマの勢いで、その人は残りの人生を送ります。
最後に悟った人のクリヤマーナ・カルマはどうでしょうか。
悟った人でもカルマをすることがあるのは、前にシャンカラチャーリヤやスワミジの例を挙げました。
まず悟った人にはもう天国も地獄も関係ありません。

また悟った人のサンチタ・カルマは消滅していて、彼のクリヤマーナ・カルマもその生涯を終える時には残っていないので、新たにサンチタ・カルマに蓄積されることもありません。

では悟った人の人生に彼自身のクリヤマーナ・カルマは影響するでしょうか？

悟った人のカルマによって、彼を支え世話をする人はその恩恵を受け、また彼を批判し傷つけようとする人は報いを受けます。
普通の人が同じように振る舞った場合、前者は良いカルマ(優しさ、親切 etc.)、後者は悪いカルマ(厳しさ、強い言葉 etc.)であるかのように周囲の目には映ります。
しかし悟った人のカルマには善も悪もなく、彼自身はもはや自分のカルマの影響を受けることはありません。
悟りのためには心の清らかさ、識別する、真理のことを深く考える、等の当人の努力にかかわる事柄以外に、神の恩寵も非常に重要な要素です。
人がニルヴィカルパ・サマーディを求める時、その動機となるものはなんでしょうか？

勉強したり人の話を聞いたりして得た印象は正しいものではない可能性があり、悟った結果得られた理解が正しい理解です。
真理とは何かについてたくさん勉強し色々な話を聞いたとしても、真理について正しいイメージを持てるとは限りません。

悟らなければ真理についての正しいイメージは持てず、時には間違ったイメージを持ってしまう可能性があります。

また頭では理解していても、いざ行動する時には聖典で勉強したその真理について忘れてしまうという、知識と行動の矛盾という問題も起こります。

勉強だけでは言葉、心、知性の間に生じる霊的な矛盾を解消することは困難です。
私から皆さんに質問しますが、皆さんは自分の本性がアートマンであり、永遠で無限であると散々勉強しているはずなのに、なぜまだ恐れが残っているのでしょうか？
死の恐怖、心配、執着がなぜなくならないのでしょうか？
アートマンの本性は自由、至福、知識であり、私の本性がアートマンであると本当に理解すれば必然的に私自身も自由で至福のはずなのに、なぜまだ恐れているのでしょうか？

これほど勉強しているのに、なぜまだ恐れや執着にとらわれているのでしょうか？
質問の意味は分かると思いますが、皆さんはどう考えますか？
参加者　・「勉強してもまた忘れてしまうから」

　　　　・「マーヤーの影響を受けているから」

　　　　・「頭だけの理解で本当に経験していないから」

これに関してとても面白い説明があります。
1 Anumanika　 Jnana(アヌマニカ・ギャーナ)　　　　：間接的知識(想像で得た知識)

2 Pratyaksha
　Jnana(プラッテャクシャ・ギャーナ)　：直接的知識
アートマンについて本で学んだり人から聞いたりした知識は間接的知識です。

本、人、教師などが間に介在しているので、間接的知識です。

そしてこの間接的知識で我々が直接的に経験している恐れ、執着、心配などをなくすことはできません。とても面白いアイデアです。

アヌマニカ・ギャーナによってプラッテャクシャ・ギャーナを打ち消すことはできません。

これが、「我々はこれだけ学んでいるのになぜまだ恐れや執着がなくならないのか」と言う疑問に対する答えです。

直接経験で心に刻まれた恐れや執着をなくすためには、間接的(indirect)に真理を学んだり聞いたりすることでは不可能であり、真理を直接経験することが必要なのです。

真理を直接経験することで直接的知識(direct knowledge)を得る、これがサマーディです。

直接経験が原因となっている問題の解決のためには、直接経験、直接的知識が必要なのです。
自分がとらわれている苦しみや悲しみから本当に自由になるためには、真理を直接経験することが必要であると理解すれば、それがサマーディを求める動機になります。
我々が霊的実践をする目的もこの直接経験です。
直接経験(サマーディ)によって我々のすべての疑い、束縛はなくなり、肯定的な表現をするなら至福、自由、最高の知識が得られます。
人生の本当の目的はこのサマーディを経験することです。(以下、補注参照)
補注)カルマの法則について
　カルマの法則に従うなら、前世における行いの結果悪いカルマが積み重ねられていたなら、今生はその報いで必ず苦しまなければいけないのでしょうか？

カルマの法則は運命論ではありません。

運命論が否定的・悲観的であるのに対して、カルマの法則は肯定的・楽観的です。

前世に悪いカルマがあったとしても、今生の良い行いでそれを打ち消していけばいいのです。
そして大切なポイントは、カルマの法則では自己責任でその人の人生が決まるということです。

苦しい時、悲しい時、他人に文句を言ったり神を恨んだりしないでください。

それは何の解決策にもなりません。
すべては自分の責任なのだと理解したうえで、新しい良いカルマを積み上げてください。

悪いカルマを減らすためのひとつの方法は、積極的に良い行いをするということです。
この自分で努力するという以外にもうひとつ方法があり、それは神に祈ることです。

神の恩寵で悪いカルマは必ず減少します。

霊能者(スピリチュアル・ヒーラー)に頼る必要など全くありません。

霊能者に関わってしまった結果、金銭面その他のトラブルを抱えてしまった人も少なくありませんし、そもそも霊能者の言っていることが正しいのかどうか確かめようもありません。

ホーリー・マザーは、「たとえ前世のカルマの結果今生で大きな傷を負うはずだったとしても、神の恩寵でそれはかすり傷程度になり得ます」と言っています。
神がカルマの法則を創りすべてをコントロールしているのです。

神に祈るなら、神は自分が創ったカルマの法則を変更することもできます。

カルマの法則を変更させる力を持つのは神だけです。

カルマの法則が運命論とは違って、否定的ではなく肯定的なコンセプトである、という意味が分かると思います。この法則の重要なポイントは、
・自己責任(努力)
・神の恩寵で変更可能
の二点です。
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